
厳
し
さ
訴
え
、二
〇
二
名
が
集
う

厳
し
さ
訴
え
、二
〇
二
名
が
集
う

厳厳
しし
ささ
訴訴
ええ
、、二二
〇〇
二二
名名
がが
集集
うう

生生活活をを守守るるたためめにに
賃賃金金とと仕仕事事をを確確保保ししよようう

仕
事
が
な
い
な
ど
の
深
刻
な

声
が
仲
間
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
公
共
工
事
の
縮
減
、
劣
悪

な
請
負
代
金
・
賃
金
・
労
働
条

件
の
中
で
の
就
労
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
原
油
価

格
高
騰
、
イ
ン
フ
レ
の
懸
念
な

ど
、
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い

日
々
が
続
き
、
建
設
技
能
者
の

仲
間
は
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
総
決
起
集
会
は
、
こ

の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
に

「
後
継
者
が
育
つ
賃
金
確
保
」

の
意
思
統
一
を
は
か
り
、
全
国

に
運
動
の
波
を
波
及
さ
せ
る
こ

と
を
願
い
開
催
し
た
と
の
北
村

書
記
長
か
ら
の
司
会
開
会
で
午

前
十
一
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ

た
。
集
会
は
、
ま
ず
主
催
者
を

代
表
し
て
金
子
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
公
共
工
事
の

設
計
労
務
単
価
は
、
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
て
一
一
、
二
〇
〇
円
も

下
が
り
、
年
収
で
は
二
五
〇
万

円
以
上
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
生
活
は
な
り
た
た
な

く
、
後
継
者
は
育
た
な
い
。
厳

し
い
苦
し
い
生
活
の
実
態
を
示

す
と
共
に
、
技
能
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
作
ろ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

労
働
団
体
を
代
表
し
て
、
県

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
坂
本
事

務
局
長
、
長
崎
地
区
労
の
中
島

書
記
長
が
激
励
に
駆
け
つ
け

「
景
気
の
回
復
と
ま
で
は
い
え

な
い
長
崎
で
、
い
か
に
労
働
者

の
賃
金
を
確
保
す
る
か
。
こ
の

春
闘
と
予
想
さ
れ
る
総
選
挙
で

何
と
し
て
も
要
求
を
勝
ち
取
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

「
諸
物
価
の
値
上
が
り
で
生
活

は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
春
闘
の
時
期
に
声
を

合
わ
せ
て
、
生
活
を
守
り
賃
金

を
確
保
す
る
闘
い
を
集
中
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
建
総
連
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
披
露
し
た
後
、
集
会
決
議

の
提
案
が
あ
り
、
小
林
賃
金
対

策
部
長
が
「
生
活
す
る
た
め
に

必
要
な
適
正
な
賃
金
・
単
価
の

確
保
。
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
引
き
上
げ
。
公
契
約
法
の

成
立
。
住
宅
改
修
助
成
制
度
の

創
設
等
を
求
め
る
た
め
に
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
す
る
」

と
の
決
議
案
を
読
み
上
げ
、
万

雷
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
田
森
副
委
員
長
の
音

頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱

し
て
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
江
戸
町

公
園
か
ら
県
庁
坂
を
上
り
市
中

心
部
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

「
後
継
者
が
育
つ
賃
金
を
」

「
仕
事
と
賃
金
の
確
保
を
」
な

ど
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手

に
「
賃
金
引
き
上
げ
」「
工
事

単
価
引
き
上
げ
と
仕
事
確
保
」

を
市
民
に
呼
び
か
け
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

整
然
と
行
わ
れ
た
デ
モ
は
、

厳
し
い
生
活
を
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
賃
金
が
少
し
で

も
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

県
庁
玄
関
前
で
解
散
し
ま
し
た
。

建
設
技
能
者
の
賃
金
と
仕
事
の
確
保
な
ど
を
求
め
四
月
二
日
�
、「
生

活
危
機
突
破
総
決
起
集
会
」
を
江
戸
町
公
園
（
長
崎
市
）
で
開
催
。

平
成
六
年
以
来
と
な
る
屋
外
で
の
総
決
起
集
会
に
は
、
平
日
の
開
催

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
下
各
支
部
か
ら
組
合
員
、
主
婦
、
書
記
局
な
ど

二
〇
二
名
が
参
加
し
、
整
然
と
訴
え
と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
組
合
代
表
二

十
五
名
で
県
に
対
し
て
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

「
建
設
労
働
者
並
び
に
中
小

零
細
建
設
業
者
の
生
活
安
定
と

若
年
技
術
者
の
育
成
強
化
を
求

め
る
」
要
請
書
と
、
集
ま
っ
た

署
名
一
七
、
七
四
二
筆
を
金
子

知
事
あ
て
に
提
出
。

入
札
時
の
適
正
な
工
事
単
価

と
賃
金
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
、
公
契
約
法

（
条
例
）
の
早
期
制
定
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

な
ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

県
は
、「
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
に
指
導
と
努
力
を
し

て
い
る
が
、
国
に
対
し
て
も
引

き
続
き
要
請
し
て
い
き
た
い
。

公
契
約
条
例
は
、
本
県
独
自
の

対
応
は
難
し
い
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

批
准
が
第
一
と
思
う
の
で
、
国

の
動
向
を
見
て
い
く
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
個
人
財
産

の
支
援
は
で
き
な
い
が
、
耐
震

性
の
向
上
や
障
害
者
の
支
援
と

い
う
形
で
他
の
部
局
と
も
相
談

し
た
い
。
若
年
技
能
者
の
支
援

は
、
職
業
訓
練
の
中
で
国
の
補

助
を
受
け
な
が
ら
伝
統
技
能
の

継
承
に
努
め
た
い
。」
と
回
答
。

【
県
側
対
応
者
】

桑
原
土
木
部
長

田
中
次
長

市
川
住
宅
課
総
務
課
長
補
佐

福
田
建
設
企
画
課
長

安
武
建
築
課
長

池
内
産
業
人
材
課
長
他
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１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

建建築築CCAADD製製図図の講習を始めます！
受講条件 ある程度パソコンの出来る人（１０名）
期 間 ６月中旬～２７日間の予定毎週２回
時 間 午後６時３０分～９時まで
受 講 料 ３０，０００円

［長崎学院のみ］

詳しくは、長崎建設技術専門学院本部 ８６１‐９２６１まで
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賃賃
金金
・・
工工
事事
単単
価価
引引
きき
上上
げげ
をを
求求
めめ
デデ
モモ
行行
進進

予
想
外
の
低
単
価
、要
請
指
導
強
化
を

県土木部長に要請

4

▲▼江戸町公園からデモ
行進をする仲間たち

▲▲県県庁庁下下のの江江戸戸町町公公園園にに参参集集ししたた仲仲間間たたちち

▲桑原土木部長に１７，７４２筆の署名要請を手渡す金子委員長

１ 毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）４月１５日発行建 設 長 崎第５１４号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



１現行賃金について

２目標賃金について

３実施時期について

出
場
選
手
紹
介

県県下下各各支支部部よよりり１１２２名名がが参参加加
ハハイイレレベベルルのの戦戦いいにに審審査査員員もも採採点点にに苦苦労労

青青
年年
技技
能能
競競
技技
大大
会会
開開
催催

平成１９年度賃金改定内容

各支部の意向として、これ以上の賃金の引き
下げを止めるために、現状維持を求める意見が
多く、調査で最も多かった賃金額（１５，０００円）
を明示する支部もありました。しかし、事業所
によって現行賃金に違いがあるものの、可能な
限り引き上げに努力するとした支部が多く、
『現行賃金については、公共工事設計労務単価

を確保し、可能な限り引き上げに努力する』

現行賃金との格差が懸念されながらも、目標
賃金を下げると現行賃金も下がりかねないと
いった意見が多く、公共工事の設計労務単価を
引き上げるためにも、
『設計労務単価の回復と現行賃金の正常化を図

るために、目標賃金は２４，０００円とします』

平成２０年４月１日より

三
月
二
十
三
日
（
日
）「
青
年

技
能
競
技
大
会
」
が
、
時
津
町

の
長
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
六
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
本

大
会
で
す
が
、
多
く
の
選
手
の

参
加
者
が
出
来
る
よ
う
に
と
の

声
も
あ
り
、
今
回
は
三
月
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
り
肌
寒
い
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
県
下
七
支
部
か

ら
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
午

前
九
時
の
開
会
式
の
あ
と
、
九

時
二
十
分
よ
り
競
技
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

課
題
と
な
る
「
四
方
転
び
踏

み
台
」（
三
分
の
一
勾
配
）
を

製
図
か
ら
組
み
立
て
ま
で
、
六

時
間
三
十
分
の
制
限
時
間
で
行

わ
れ
、
日
頃
の
仕
事
で
培
っ
た

技
術
と
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

応
援
者
が
見
守
る
中
、
完
成
目

指
し
て
黙
々
と
作
業
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が

高
く
、
審
査
員
の
皆
さ
ん
も
苦

労
し
な
が
ら
の
採
点
と
な
り
ま

し
た
。
金
・
銀
・
銅
の
各
賞
は

次
の
方
々
で
す
。

金
賞

和
田

茂
史（
北
松
）

銀
賞

伊
藤

光
廣（
大
村
）

銅
賞

松
本

浩
治（
佐
世
保
北
）

尚
、
金
賞
・
銀
賞
受
賞
の
二

人
は
今
年
九
月
に
開
催
さ
れ
る

「
全
建
総
連
」
主
催
の
技
能
競

技
大
会
へ
建
設
長
崎
の
代
表
と

し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

（
井
関
）

伊
東

秀
政（
中

央
）

小
川

友
也（
中

央
）

寺
田

郁
実（
大

浦
）

森

正
輝（
浦

上

東
）

伊
藤

光
廣（
大

村
）

高
取

征
冶（
大

村
）

雄
鹿

俊
昭（
大

村
）

瀬
尾

友
謙（
佐
世
保
中
央
）

松
本

浩
治（
佐
世
保
北
）

和
田

茂
史（
北

松
）

里
村

徹（
北

松
）

川
口

洋
市（
北

松
）

４４
・・
２２
総総
決決
起起
集集
会会
参参
加加
者者
のの
声声
��

年
々
、
仕
事
の
受
注
額
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
経
費
は
毎
年
変
わ
ら
ず
、

利
益
は
ま
っ
た
く
出
ま
せ
ん
。

職
人
さ
ん
の
賃
金
を
上
げ
た
く
て
も
上

げ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
入
札
に
つ

い
て
も
予
定
額
の
八
七
％
ぐ
ら
い
で
し
か

受
注
で
き
な
い
為
、
民
間
の
仕
事
と
同
様

に
、
賃
金
を
上
げ
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
県
交
渉
を
し
ま
し
た
が
公
契
約

法
に
よ
り
賃
金
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
建
総
連
で
公
契
約
法
締
結
に
向
け
た

運
動
を
展
開
で
き
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
も

少
し
は
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

賃
金
を
上
げ
た
く
て
も
上
げ
ら
れ
な
い

平
成
六
年
の
デ
モ
行
進
以
来
、
今
度
で

二
回
目
だ
そ
う
で
す
が
春
闘
の
時
期
に
合

わ
せ
た
行
動
と
は
言
え
、
大
手
企
業
と
の

妥
結
額
乖
離
は
、
否
め
な
い
。
劣
悪
な
待

遇
環
境
の
中
で
働
く
技
能
者
が
生
き
る
道

標
を
失
い
か
け
て
い
る
最
中
、
目
に
見
え

る
形
で
、
県
民
に
訴
え
て
い
く
デ
モ
行
進

は
、
決
し
て
無
意
味
だ
と
は
思
わ
な
い
。

建
設
市
場
は
収
縮
し
、
消
費
者
心
理
も
生

活
関
連
物
価
高
騰
の
煽
り
を
受
け
益
々
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
投
資
の
優
先
度
は
低
下

す
る
一
方
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
、
雑
草

の
ご
と
く
、
諦
め
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強

く
切
り
拓
い
て
い
く
行
動
力
が
、
そ
し
て

組
織
的
な
波
動
が
、
県
民
へ
浸
透
し
需
要

喚
起
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思
う
。
今
回
、

久
し
ぶ
り
の
デ
モ
行
進
も
心
の
高
揚
感
が

あ
っ
て
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
運
動
を
現
状
打
破
の
出
発
点
に

島
原
で
大
工
を
し
て
い
ま
す
。
島
原
半

島
は
長
崎
県
で
も
所
得
が
最
も
低
い
所
と

言
わ
れ
て
お
り
、
建
設
職
人
の
日
当
も
組

合
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
て
も
、

一
番
安
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
町
村
の
合
併
の
お
か
げ
で
、
公

共
工
事
も
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
の
デ
モ
行
進
の
よ
う
に
、
仕
事
確

保
と
あ
わ
せ
て
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
を

県
へ
要
請
し
た
事
は
、
民
間
の
賃
金
の
引

き
上
げ
に
も
つ
な
が
り
大
変
す
ば
ら
し
い

事
で
す
。

是
非
、
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

厳
し
い
現
状
の
島
原
半
島
、県
へ
の
要
請
に
期
待

久
し
ぶ
り
に
長
崎
で
の
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
建
設
業
界
の
切
迫
し
た
状
況

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
に
伴
う
道

路
公
共
工
事
大
幅
減
少
や
、
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
の
話
を
金
子
委
員
長
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
私
も
そ
の
危
機
感
を
拭

え
ま
せ
ん
。
デ
モ
や
決
起
集
会
も
大
切
で

す
が
、
も
っ
と
個
人
で
も
何
か
し
な
け
れ

ば
と
思
わ
さ
れ
る
一
日
で
し
た
。

個
人
で
も
何
か
を
し
な
く
て
は
…

私
達
大
工
に
も
そ
の
影
響
が
出
て
お
り
、

仕
事
量
の
減
少
に
加
え
、
賃
金
低
下
、
お

ま
け
に
物
価
高
、
年
金
不
安
と
全
く
先
が

見
え
な
い
状
況
で
す
。

今
回
生
活
危
機
突
破
と
い
う
事
で
初
め

て
デ
モ
行
進
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

不
安
と
気
は
ず
か
し
さ
は
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
仲
間
と
の
や

り
と
り
の
中
で
、『
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
、
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
訴
え
て

い
か
な
け
れ
ば
』
と
思
い
ま
し
た
。

近
く
を
歩
い
て
い
る
人
々
の
関
心
が
薄

い
な
と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

一
丸
と
な
っ
て
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
…
…

牧
島

貢
東
長
崎
支
部

福
田

通
大
村
支
部

菅

進
島
原
支
部

廣
田
信
治
平
戸
支
部

迎

義
春
佐
世
保
中
央
支
部

３３／／２２３３
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皆
様
方
に
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
先
月
号
は
紙

面
の
関
係
で
一
回
飛
ば
し
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

分
、
張
り
切
っ
て
議
会
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
月
二
十
二
日
に
議
会
が
開

会
さ
れ
、
当
選
後
四
回
目
の
議

会
で
、
一
巡
し
、
県
年
度
当
初

の
議
会
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
予
算
審
議
が
議
案
と
し

て
上
程
さ
れ
、
三
月
十
九
日
ま

で
の
長
期
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
所
属
は
、
常
任
委

員
会
が
厚
生
環
境
委
員
会
、
特

別
委
員
会
は
議
会
運
営
委
員
と

な
っ
た
為
、
所
属
が
あ
り
ま
せ

ん
。厚

生
委
員
会
で
は
後
期
高
齢

者
の
問
題
、
た
く
さ
ん
の
矛
盾

点
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず

第
一
が
、
県
下
に
一
つ
の
広
域

連
合
を
作
り
、
そ
こ
で
保
険
を

扱
う
た
め
、
市
と
町
の
連
合
体

で
運
営
す
る
と
さ
れ
、
県
は
何

ら
入
り
込
む
余
地
が
な
い
こ
と

で
す
。

予
算
は
総
額
で
一
七
〇
億
円

も
県
か
ら
拠
出
し
て
い
ま
す
が
、

何
も
言
え
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

問
題
点
を
質
問
し
て
も
運
営
母

体
と
し
て
の
回
答
は
帰
っ
て
来

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
高
齢
者

へ
の
血
の
通
っ
た
対
応
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？
継
続
し
て

問
題
解
決
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

揮
発
油
税
の
暫
定
税
率
が
大

き
な
国
政
の
争
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
四
月
一
日
付
け
で
、
暫

定
税
率
が
掛
か
ら
な
く
な
っ
た

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
値
下
が
り
し

て
い
ま
す
。
道
路
特
定
財
源
と

の
か
ら
み
で
大
揺
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
県
の
予
算
に
こ
の

道
路
特
定
財
源
が
含
ま
れ
て
い

る
事
で
、
決
定
さ
れ
て
い
な
い

国
税
を
予
算
化
す
る
こ
と
の
不

合
理
を
訴
え
、
改
革
２１
会
派
と

し
て
予
算
組
み
替
え
動
議
を
提

出
し
ま
し
た
。
結
果
は
賛
成
少

数
で
否
決
は
さ
れ
た
も
の
の
、

オ
ー
ル
与
党
と
言
わ
れ
る
県
議

会
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
と

評
価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

次
の
議
会
は
七
月
で
す
、
本

会
議
で
の
一
般
質
問
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

中小企業者の取引上の
様々な悩みに

応じます

こんな時、気軽に相談できます � 相談無料、秘密厳守

下下請請けけかかけけここみみ寺寺
●業務内容 取引に関する様々な悩み等に、下請法や中小企業の取引問題に全国の

登録弁護士などの専門家が親身になって耳を傾け、適切なアドバイス等を行います。

●相談窓口は �長崎県産業振興財団 �095-820-8860
●受付時間 （土日祝日年末年始を除く）

9時00分～12時00分、13時00分～17時00分

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院

建
設
業
界
を
担
う
、
熱
い
気
持
ち
の
十
名
が
入
校
。

長
崎
建
設
技
術
専
門
学
院
は
平
成
二
十
年
度
の
入
校
式
を

四
月
九
日
に
行
い
、
前
田
富
雄
理
事
長
か
ら
入
学
許
可
書
の

授
与
が
あ
り
、
来
賓
、
講
師
団
の
皆
様
か
ら
激
励
の
祝
辞
を

戴
き
、
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

長建国保では、組合員及び家族の健康保持増進を図る
ため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施
しています。ぜひご利用ください。

利用料金の割引

指定温泉と契約し、規定料金より
安い料金で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に
安い料金で利用できます。

利用方法

�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設
長 崎 の 会 員 証（MEMBERS
CARD）を指定温泉の受付に提

示してください。
�補助を受ける場合（小人料金には
補助はありません）
建設長崎の支部事務所にて補助券
の交付を受け、被保険者番号（長
けん番号）を記入し指定温泉の受
付に提出してください。補助券の
交付は一世帯あたり１２枚を限度と
します。

�実施期間 平成２１年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正
に利用したりした場合は、補助券
を返還していただきます。氏名の
部分には、組合員の名前をフル
ネームにて記入して下さい。

県
議
会
だ
よ
り
９

所在地及び電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

長崎市野母崎町
野母６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

佐世保市谷郷町
５‐３２

０９５６‐２５‐４１２６

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

大村市森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

利用者負担

５００円

４８０円

９００円

７００円

３００円

１００円

２００円

４００円

４００円

１，０００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

２５０円

３００円

２００円

２００円

３００円

１５０円

補助券の額

３００円

－

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

３００円

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

－

３００円

－

－

割引後の料金

８００円

４８０円

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

７００円

４００円

１，３００円

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

５５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

規定料金

１，０００円

６００円

１，８００円

９００円

３００円

４００円

２００円

８００円

５００円

１，５００円

１，１００円

４００円

２００円

８００円

４００円

６５０円

３００円

２００円

５００円

３００円

１５０円

利 用 区 分

大人（中学生以上）

小人（３歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

温泉＋砂風呂（１８歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（４歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（３歳まで無料）

大人（中学生以上）

中人（小学生）

幼児（６歳以下）

指 定 温 泉 名 称

イオス

長崎温泉 喜道庵

海の健康村
陽の岬温泉

雲仙 スパハウス

万松楼 弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

サンスパおおむら
ゆの華

道の尾温泉

専門家の
意見が
聞きたい

裁判は
お金と時間が
掛かる
早期に
解決したい

下請適正取引
ガイドラインを
上手に活用したい

入校生代表宣誓をする西村舜君

◎指定温泉利用料金表

※「陽の岬温泉」は、補助券は利用できますが、割引はありません。

�
少
子
高
齢
対
策
特
別
委
員
会

の
視
察
（
五
島
市
）
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料
理
教
室

料料
理理
教教
室室国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

担保物件で質入れも�
可能になりました�

まずは�
お電話を�

質屋許可有�

建築資材、道具、工具、家財道具、�
車、農機具（中古・新品）買い取り・販売�
建築資材、道具、工具、家財道具、�
車、農機具（中古・新品）買い取り・販売�

お買い得情報�

中古�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

（日立）200V450巾3枚歯　自動カンナ�
（マキタ）   〃    250巾超仕上げ�
モノレール運搬機�
100V　バイブレーター�
エアレス�
大入ルータ�
プレート�
現場用光ロープ�

中古�
〃�
〃�
〃�
中古車�
〃�
〃�
〃�

工事用看板�
レベル器�
電気溶接機�
電気チェーンソー�
ミツビシキャンター高床2tダンプ（H4年）�
ミツビシキャンター高床2tダンプ（S62年）�
スバル　ビビオ（H9年）車検20年12月�
ホンダ　トゥデイ(H9年）車検20年5月�

桜
の
花
が
チ
ラ
ホ
ラ
と
咲
き

始
め
た
三
月
二
十
九
日
�
、

中
央
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
変
わ
る
新
た
な
支
部
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
『
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
』
を
長
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
総
勢
四
十

六
名
の
参
加
で
和
気
あ
い
あ
い

と
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
支
部
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
は
始
め
て
の
試
み
で
、
皆

さ
ん
の
実
力
は
未
知
数
で
、
ど

れ
く
ら
い
の
ス
コ
ア
が
出
る
か

楽
し
み
で
し
た
が
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
世
代
の
参
加
者
が
多
く
、
あ

ち
こ
ち
の
レ
ー
ン
で
ス
ト
ラ
イ

ク
や
ス
ペ
ア
が
頻
発
し
、
そ
の

度
に
拍
手
と
歓
声
が
飛
び
交
い
、

賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
そ

こ
そ
こ
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
金
子
委
員
長

も
応
援
に
か
け
つ
け
、
時
折
声

援
を
送
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

予
想
外
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
肝
心
の
結
果
は
、
団

体
賞
優
勝
は
茂
木
の
Ａ
チ
ー
ム

（
山
口
龍
、山
口
大
、太
田
久
）が
、

準
優
勝
は
支
部
の
混
成
Ａ
チ
ー

ム
（
上
川
、
大
塚
夫
婦
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。
ま
た
、
個
人

的
に
坂
口
支
部
長
よ
り
ハ
イ
ス

コ
ア
賞
が
提
供
さ
れ
、
大
塚
さ

ん
が
二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
三
八

七
点
の
見
事
な
ス
コ
ア
で
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

（
大
賀
）

二
月
二
十
六
日
、
午
後
七
時

三
十
分
よ
り
長
崎
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

『
建
設
長
崎
職
人
太
鼓
』、『
西
方

小
天
狗
』、『
虹
太
鼓
』の
三
者
で

合
同
練
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
建
設
長
崎
職
人
太
鼓
』
は
、

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
高

木
団
長
の
下
、
青
年
層
組
合
員

で
平
成
十
八
年
九
月
に
再
結
成

が
さ
れ
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後

七
時
三
十
分
か
ら
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

『
西
方
小
天
狗
』
は
、
地
元

長
崎
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
、

さ
ら
に
は
海
外
で
も
演
奏
を
行

う
な
ど
、
内
外
に
そ
の
実
績
を

認
め
ら
れ
る
和
太
鼓
の
プ
ロ
集

団
で
す
。
実
は
、
建
設
長
崎
職

人
太
鼓
の
指
導
も
西
方
小
天
狗

の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

『
虹
太
鼓
』
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
大
学
の
学
生
十
七
名
で
構
成

さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
で
平
成
十
八

年
七
月
に
発
足
。
メ
ン
バ
ー
は

全
員
女
性
で
、
平
均
年
齢
が
二

十
歳
未
満
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

現
在
の
持
曲
は
三
曲
、
練
習
中

の
曲
が
二
曲
と
若
い
パ
ワ
ー
で

活
動
中
で
す
。

当
日
は
、
田
上
書
記
次
長
挨

拶
の
後
、
参
加
者
全
員
の
自
己

紹
介
を
行
い
、
建
設
長
崎
六
名
、

西
方
小
天
狗
六
名
、
虹
太
鼓
九

名
の
二
十
一
名
で
の
参
加
で
和

気
藹
々
と
し
た
な
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
曲
、
全
体
で
十
一
曲
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
（
井
関
）

日日見見分分会会花花見見会会桜
の
開
花
予
想
か
ら
一
週
間

弱
、
週
間
に
大
き
な
天
気

の
崩
れ
も
な
く
、
花
満
開
で
最

高
の
見
頃
を
迎
え
た
四
月
六
日

�
中
央
支
部
日
見
分
会
で
は
芒

塚
公
民
館
に
お
い
て
、
組
合

員
・
主
婦
十
四
名
の
参
加
で
恒

例
の
花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
週
間
天
気
予
報
の
傘

マ
ー
ク
の
予
報
も
外
れ
、
薄
曇

は
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
概
ね

穏
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

時
折
り
吹
く
春
風
で
舞
散
る
花

び
ら
を
眺
め
な
が
ら
の
、
絶
好

の
花
見
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

満
開
の
桜
と
春
の
陽
気
も
手

伝
っ
て
か
、
皆
さ
ん
の
飲
む

ペ
ー
ス
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
で
賑
わ
い
、

更
に
は
人
生
相
談
も
始
ま
っ
た

り
と
、
皆
さ
ん
大
半
は
真
面
目

に
、
あ
と
少
し
は
興
味
本
位
で

冷
や
か
し
を
交
え
な
が
ら
相
談

に
の
っ
て
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
金
子
委
員
長
も
多
忙

の
中
、
出
席
さ
れ
、
歌
や
会
話

を
弾
ま
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、『
花
見
』
を
通
じ

て
四
季
の
風
情
を
堪
能
し
な
が

ら
、
楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し

て
語
り
合
う
場
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
分
会
員
の
横
の
繋
が

り
が
強
ま
っ
て
、
非
常
に
有
意

義
な
花
見
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
賀
）

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
三
月
三
十
日
�
崎
野

自
然
公
園
に
て
、
恒
例
の
『
花

見
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
空

模
様
の
中
、
参
加
者
が
少
な
い

の
で
は
？
と
の
心
配
を
よ
そ
に
、

開
始
時
間
の
三
十
分
前
に
は
三

十
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
、
す

で
に
桜
に
目
も
く
れ
ず
準
備
の

最
中
。
会
場
作
り
を
す
る
人
、

炭
に
火
を
熾
す
人
な
ど
、
皆
さ

ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
動
き
で

準
備
が
整
い
、
連
合
分
会
長
の

挨
拶
で
開
始
。

ち
り
ゆ
く
桜
の
花
び
ら
を
背

に
次
々
と
準
備
さ
れ
た
お
肉
な

ど
が
鉄
板
の
上
へ
。
焼
き
あ

が
っ
た
お
肉
を
ほ
お
ば
る
と
、

次
第
に
お
酒
も
進
み
、
追
加
で

お
酒
を
買
い
に
行
く
場
面
も
。

ま
た
、
当
日
は
金
子
執
行
委

員
長
も
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
城
下
）

西
彼
支
部
主
婦
会
で
は
、
三

月
十
九
日
�
に
「
ゴ
マ
豆

腐
」
と
「
ざ
ぼ
ん
漬
け
」
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
八

名
。
ザ
ボ
ン
の
甘
い
香
り
と
、

ご
ま
の
香
り
が
漂
う
事
務
所
の

中
で
、
皆
さ
ん
手
馴
れ
た
様
子

で
手
際
よ
く
調
理
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
ゴ
マ
豆
腐
は
、

き
な
粉
風
味
で
、
し
っ
と
り
・

も
ち
も
ち
。
ざ
ぼ
ん
漬
け
も
負

け
ず
劣
ら
ず
の
出
来
ば
え
。

早
速
、
各
自
持
ち
よ
っ
た
お

か
ず
・
デ
ザ
ー
ト
と
と
も
に

テ
ー
ブ
ル
の
上
へ
。
さ
ら
に
炊

き
立
て
の
御
飯
も
一
緒
に
並
べ

ら
れ
る
と
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
と

な
り
、
皆
さ
ん
は
料
理
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
次
回
の
計
画
を

考
え
た
り
と
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
堀
川
） 主婦会

部支彼西

部支央中

西
彼
支
部
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新新たたなな試試みみでで交交流流をを図図るる

時時津津連連合合分分会会

恒恒例例のの花花見見会会

部支央中

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

職人太鼓メンバー募集
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